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１．学位の種類
　本大学院工学研究科において授与する学位は「修士（工学）」及び「博士（工学）」である。
　
２．修士の学位
　「修士（工学）」の学位は本大学院の工学研究科修士課程に２年以上在学し、別に定める履修科目について所定の単位を
修得し、且つ履修科目の成績並びに修士論文及び最終試験の成績の総合判定に合格した者にこれを授与する。
　
３．博士の学位
　「博士（工学）」の学位は本大学院の工学研究科博士課程に３年以上在学し、履修科目について所定の単位を修得し、且
つ履修科目の成績並びに博士論文及び最終試験の成績の総合判定に合格した者にこれを授与する。

工 学 研 究 科

Ⅰ 学　位　〜学位取得までの過程〜

─ 9 ─

※各授業科目の内容については、「WEB シラバス」（授業計画書）を参照してください。
　 資格申請等にシラバスが必要な場合、出力が可能ですが、年度を越えると閲覧等ができなくなるので当該年

度内に出力しておいてください。

１．工学研究科修士課程
１．１　機械工学専攻
　　（1）機械工学専攻の目的

　機械工学専攻は、材料力学、機械力学、熱力学、および流体力学を学問分野の中心として、それぞれの分野の中
で、基礎学力を身につけ、優れた応用開発能力を有し、創造性豊かでユニークな機械技術者および研究者の養成を
目的としている。

　　（2）機械工学専攻のコース内容と特色
　機械工学は工業立国である我が国の基盤技術として位置づけられ、ものづくり技術を構成する主要な技術分野で
ある。本専攻は、この機械工学の基礎学力を修得し、技術者・研究者の育成を行う。研究の柱として、次の3コー
スを設ける。
ア．先進加工学コース
　 　機械材料の先進的な加工技術並びに材料技術について学ぶ。高機能・高精度・高付加価値の特徴を有する機械
部品の加工・材料技術、軽量化・高強度化に貢献する新しい部品構造や難加工材料を用いるための加工技術、
ITや人間の技能や社会の進化と結びついた新しい生産技術や数値解析技術および情報システム、低高温環境や
航空宇宙など極限環境に対応する新しい材料や部品の製造方法、持続可能な社会に貢献する新しい加工技術や材
料技術、リサイクル・リユース技術、などの諸分野について教育研究を行う。

イ．モビリティ・ロボティクスコース
　 　モビリティ分野では、機械力学、振動工学および振動制御論などの基礎学力を充実・高度化させ、自動車に代
表されるモビリティの動的な解析と応用、さらに最適設計について教育研究を行う。

　 　ロボティクスでは、ロボットや機械システムに関して、機構やシステムの設計から制御まで幅広く、新たな原
理の創造、実用技術への展開、そして社会への統合を目指した研究と教育を行う。

ウ．熱・流体・エネルギー工学コース
　 　運動量の移動、熱の移動、分子の移動といった移動現象と、これに伴うエネルギー変換、例えば、化学反応を
伴った現象、これらを扱う機械の総合的な研究を通じて、課題発見と解決を１人で進めることができる研究技術
を修得する。具体的には、「ターボ機械の内部流れなどの流れの解析とその応用」「燃焼と爆発過程の解明や可視
化、レーザによる計測」「省エネルギーや環境対応を念頭においた新しい冷凍・空調技術」をテーマとして工学
の実践的なアプローチを極める。

　　（3）機械工学専攻授業料目
　２年以上在学し、機械工学特別演習（Ⅰ～Ⅳ）（４単位）、機械工学特別研究（Ⅰ～Ⅳ）（８単位）に加えて講義
科目から18単位以上（計30単位以上）の単位を修得し、修士論文審査及び最終試験に合格することが修了の要件で
ある。

Ⅱ 専攻並びに授業科目
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※各授業科目の内容については、「WEB シラバス」（授業計画書）を参照してください。
　 資格申請等にシラバスが必要な場合、出力が可能ですが、年度を越えると閲覧等ができなくなるので当該年

度内に出力しておいてください。

１．工学研究科修士課程
１．１　機械工学専攻
　　（1）機械工学専攻の目的

　機械工学専攻は、材料力学、機械力学、熱力学、および流体力学を学問分野の中心として、それぞれの分野の中
で、基礎学力を身につけ、優れた応用開発能力を有し、創造性豊かでユニークな機械技術者および研究者の養成を
目的としている。

　　（2）機械工学専攻のコース内容と特色
　機械工学は工業立国である我が国の基盤技術として位置づけられ、ものづくり技術を構成する主要な技術分野で
ある。本専攻は、この機械工学の基礎学力を修得し、技術者・研究者の育成を行う。研究の柱として、次の3コー
スを設ける。
ア．先進加工学コース
　 　機械材料の先進的な加工技術並びに材料技術について学ぶ。高機能・高精度・高付加価値の特徴を有する機械
部品の加工・材料技術、軽量化・高強度化に貢献する新しい部品構造や難加工材料を用いるための加工技術、
ITや人間の技能や社会の進化と結びついた新しい生産技術や数値解析技術および情報システム、低高温環境や
航空宇宙など極限環境に対応する新しい材料や部品の製造方法、持続可能な社会に貢献する新しい加工技術や材
料技術、リサイクル・リユース技術、などの諸分野について教育研究を行う。

イ．モビリティ・ロボティクスコース
　 　モビリティ分野では、機械力学、振動工学および振動制御論などの基礎学力を充実・高度化させ、自動車に代
表されるモビリティの動的な解析と応用、さらに最適設計について教育研究を行う。

　 　ロボティクスでは、ロボットや機械システムに関して、機構やシステムの設計から制御まで幅広く、新たな原
理の創造、実用技術への展開、そして社会への統合を目指した研究と教育を行う。

ウ．熱・流体・エネルギー工学コース
　 　運動量の移動、熱の移動、分子の移動といった移動現象と、これに伴うエネルギー変換、例えば、化学反応を
伴った現象、これらを扱う機械の総合的な研究を通じて、課題発見と解決を１人で進めることができる研究技術
を修得する。具体的には、「ターボ機械の内部流れなどの流れの解析とその応用」「燃焼と爆発過程の解明や可視
化、レーザによる計測」「省エネルギーや環境対応を念頭においた新しい冷凍・空調技術」をテーマとして工学
の実践的なアプローチを極める。

　　（3）機械工学専攻授業料目
　２年以上在学し、機械工学特別演習（Ⅰ～Ⅳ）（４単位）、機械工学特別研究（Ⅰ～Ⅳ）（８単位）に加えて講義
科目から18単位以上（計30単位以上）の単位を修得し、修士論文審査及び最終試験に合格することが修了の要件で
ある。

Ⅱ 専攻並びに授業科目
※�各授業科目の開講状況及び担当教員は、年度により変更される場合があります。履修の際は、履修年度の時間割
を参照してください。

（1）機械工学専攻の目的
機械工学専攻修士課程は、高度化が進んだ機械工学の各分野での研究と技術開発に必要な深い学識と高度な専門

技術・能力さらに広い応用能力を有し、研究力と独創性のある優れた技術者の養成を目的としています。
（2）機械工学専攻のコース内容と特色

機械工学は工業立国である我が国の基盤技術として位置づけられ、ものづくり技術を構成する主要な学問分野で
ある。本専攻は、この機械工学の基礎学力を修得し、技術者・研究者の育成を行う。研究の柱として、次の２コー
スを設ける。
ア．機械融合システムコース

近年の社会的ニーズを考慮し、機械工学分野と情報分野などとの融合領域に重点を置き、ロボティクス・自動
車分野を中心として機械情報システム分野の教育研究を行う。特に、自動車に代表されるモビリティの動的な解
析と応用・最適設計や、ロボットや機械システムの新たな原理の創造、実用技術への展開、社会への統合を目指
した研究教育を行う。

イ．先進機械工学コース
機械工学・機械技術者の基本である「熱力学」「流体力学」「材料力学」「機械力学」を基に、より高い専門知

識を身につけることにより、高機能・高精度・高付加価値の特徴を有する機械部品の加工・材料技術、省エネル
ギー・環境保全・作業高効率化などを念頭にした熱・流体技術の産業応用を見据えた教育研究を行う。

（3）機械工学専攻授業料目
２年以上在学し、機械工学特別演習（Ⅰ〜Ⅳ）（４単位）、機械工学特別研究（Ⅰ〜Ⅳ）（８単位）に加えて講義

科目から 18 単位以上（計 30 単位以上）の単位を修得し、且つ履修科目の成績並びに修士論文及び最終試験（公聴会）
の成績の総合判定に合格することが修了の要件である。
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工学研究科　機械工学専攻　修士課程　授業科目

必修･選択 授　業　科　目
単　位　数

担当者 備考
１年次 2年次

コ
ー
ス
選
択
必
修
科
目

機械融合
システム

機械工学特別演習Ⅰ〜Ⅳ
機械工学特別研究Ⅰ〜Ⅳ

２
４

２
４

神野　　誠
堀井　宏祐

先進
機械工学

機械工学特別演習Ⅰ〜Ⅳ
機械工学特別研究Ⅰ〜Ⅳ

２
４

２
４

大髙　敏男
大橋　隆弘
富樫　盛典
佐藤　公俊

モフィディ タバタバイ ハメッド

選

択

科

目

材料力学特論※（令和８年度休講） ２ 大橋　隆弘
デジタル生産加工※ ２ 大橋　隆弘
機能材料学※（令和８年度休講） ２ モフィディ タバタバイ ハメッド
機械材料工学特論※ ２ モフィディ タバタバイ ハメッド
モビリティシステム特論（令和８年度休講） ２
自動車用パワートレインシステム特論※ ２
熱エネルギー変換論※（令和８年度休講） ２ 大髙　敏男
伝熱工学特論※ ２ 大髙　敏男
熱応用技術特論※ ２ 佐藤　公俊
熱流体計測特論※（令和８年度休講） ２ 佐藤　公俊
流体工学特論※（令和８年度休講） ２ 富樫　盛典
数値流体力学特論※ ２ 富樫　盛典
ロボット制御工学※（令和８年度休講） ２ 山本　大介
移動ロボット特論※ ２ 山本　大介
機械制御工学※（令和８年度休講） ２ 堀井　宏祐
ロボットプログラミング※ ２ 堀井　宏祐
ロボット設計学※（令和８年度休講） ２ 神野　　誠
ロボットシステム論※ ２ 神野　　誠
代数学特論 ２ 澤邉　正人
解析学特論 ２ 鈴木　龍一
幾何学特論 ２ 新庄　玲子
応用確率統計特論 ２ 布田　　徹
物理学特論 ２ 関口　宗男
計算物理学特論 ２ 和田　浩明
地球科学特論 ２ 乾　　睦子
固体化学特論※（令和８年度休講） ２ 名越　篤史
化学熱力学特論※ ２ 名越　篤史
アカデミック英語 ２ 小崎　　充
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必修･選択 授　業　科　目
単　位　数

担当者 備考
１年次 2年次

選

択

科

目

機械工学特別講義Ａ※（令和８年度休講） ２ 清水　　透
機械工学特別講義Ｂ※ ２ 清水　　透
機械工学特別講義Ｃ ２ 大石　久己
機械工学特別講義Ｄ※（令和８年度休講） ２ 一色　正男
機械工学特別講義Ｅ※ ２ 一色　正男
機械工学特別講義Ｆ※（令和８年度休講） ２ 真志取秀人
機械工学特別講義Ｇ※ ２ 真志取秀人
機械工学特別講義Ｈ※（令和８年度休講） ２
機械工学特別講義Ｉ※ ２

※　隔年開講科目です。履修の際は、履修年度の時間割を参照してください。

1．２　電気工学専攻
（1）電気工学専攻の目的

電気工学専攻修士課程は、高度化が進んだ各分野の研究および応用開発に必要な深い学識と高度な専門技術・能
力を有し、研究力と独創性のある優れた技術者の養成を目的としています。

（2）電気工学専攻のコース内容と特色
電気工学は電気電子技術の基礎から応用まで、幅広い技術分野に広がっている。本専攻は、基礎学力を修得し、

さらに専門的な知識を身に付けることができるよう、次の２コースを設ける。
ア．電子電気システム

電子電気システムの基礎と理論の研究を行なう分野である。電気・電子・通信から環境エネルギー技術の基礎
学力と応用開発力を身につける教育・研究を行なう。電気、電子回路のシミュレーション技術、非線型電子回路、
非線型現象の解析、半導体材料からレーザー材料、超伝導材料等の先端材料の基礎技術と応用技術について、教育・
研究を行う。新材料・新エネルギー技術、自然エネルギー技術の基礎から応用技術、開発技術について教育・研
究を行う。

イ．応用情報学
情報工学、人間情報学の基礎と理論の研究を行う分野である。情報技術を学び、画像、音声メディアの最新技術、

人間情報学を身につける教育・研究を行う。情報処理分野とメディア諸分野の基礎技術、情報工学、ソフトウェ
ア工学、画像音声工学、メディア情報処理学、映像制作の基礎技術と理論、人工知能論、生体情報・身体運動情報・
スポーツ情報工学・健康医療情報制御技術を学び、情報処理基礎の数理サイエンス分野の基礎から応用技術、開
発技術について教育・研究を行う。

（3）電気工学専攻授業科目
２年以上在学し、電気工学特別演習（Ⅰ〜Ⅳ）（４単位）、電気工学特別研究（Ⅰ〜Ⅳ）（８単位）に加えて講義科

目から18単位以上（計30単位以上）の単位を修得し、且つ履修科目の成績並びに修士論文及び最終試験（公聴会）
の成績の総合判定に合格することが修了の要件である。
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